
 

９
月
26
日
に
西
区
で
雨
水
管
建

設
工
事(

注
１) 

で
大
規
模
道
路
陥

没
事
故(

東
西
方
向
約
40
ｍ
×
南
北

方
向
約
30
ｍ×

最
大
深
さ
約
２
ｍ)

が
発
生
。
市
営
住
宅
を
含
む
14
棟

が
危
険
家
屋
と
な
り
ま
し
た
。 

 
人
的
な
被
害
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
陥
没
現
場
か
ら
半
径
50
ｍ
以

内
の
47
世
帯
、
86
人
が
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

加
害
者
は
明
確 

被
災
者
支
援
を
最
優
先
に

 

 

党
市
議
団
は
、
事
故
の
翌
日
に
現

地
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
加
害

者
が
明
ら
か
な
事
故
に
よ
る
避
難

先
が
体
育
館
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
指
摘
し
、
早
急
に
ホ
テ
ル
な
ど

へ
の
手
配
を
要
請
し
ま
し
た
。 

12
月
17
日
現
在
で
、
16
世
帯
28

人
の
方
が
帰
宅
ま
た
は
転
居
を
完

了
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
31
世
帯
58

人
の
方
は
ホ
テ
ル
や
親
族
宅
、
賃

貸
住
宅
等
で
の
避
難
を
継
続
さ
れ

て
い
ま
す
。 

市
議
団
は
、
請
負
業
者
の
清
水
建

設
Ｊ
Ｖ
と
、
発
注
者
の
広
島
市
に

よ
る
責
任
あ
る
補
償
が
求
め
ら
れ

る
と
し
て
市
の
姿
勢
を
問
い
ま
し

た
。 市

は
、
家
屋
の
補
修
、
建
替
え
、

転
居
に
加
え
、
事
業
継
続
・
再
開

の
た
め
に
必
要
な
補
償
に
つ
い

て
、
公
共
工
事
に
伴
う
補
償
内
容

等
を
踏
ま
え
、
市
と
請
負
業
者
が

協
同
し
個
別
に
事
情
を
伺
い
な
が

ら
、
対
応
を
行
い
早
期
に
元
の
生

活
に
戻
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
る
と
答
弁
。 

そ
の
後
、
家
屋
の
危
険
度
判
定
調

査
の
結
果
「
危
険
」
又
は
「
要
注

意
」
と
な
っ
た
建
物
は
12
棟
で
、

請
負
業
者
が
避
難
中
の
被
災
者
の

宿
泊
費
・
家
賃
・
食
費
等
の
支
援

は
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
、
損
傷
し
た
下
水
道

の
流
下
能
力
を
補
強
す
る
仮
排
水

施
設
の
設
置
を
完
了
し
、
掘
削
済

み
の
２
５
０
ｍ
区
間
に
お
い
て

も
、
事
故
後
に
レ
ー
ダ
ー
探
査
に

よ
る
空
洞
調
査
を
行
っ
た
結
果
空

洞
が
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。 

事
故
原
因
の
検
証
・
究
明
は 

市
民
の
立
場
で 

受
注
者
で
あ
る
清
水
建
設
は
、

早
々
に
「
運
転
操
作
に
つ
い
て
は

問
題
は
な
か
っ
た
」
と
市
に
報
告

し
て
い
ま
す
が
、
事
故
の
補
償
の

あ
り
方
や
、
今
後
、
同
様
の
工
事

の
教
訓
に
し
て
い
く
う
え
で
も
、

運
転
操
作
の
問
題
を
含
め
事
故
原

因
の
検
証
・
究
明
が
極
め
て
重
要

で
す
。 

12
月
議
会
の
党
市
議
団
の
一
般

質
問
で
は
、
シ
ー
ル
ド
工
法
は
埋

設
深
さ
や
土
質
な
ど
の
施
工
条
件

に
よ
り
広
島
市
が
採
用
し
、
シ
ー

ル
ド
工
法
の
種
類
を
「
泥
土
圧

式
」
に
決
定
し
た
の
は
受
注
者

で
、
受
注
者
が
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン

の
製
造
メ
ー
カ
ー
に
仕
様
や
設
計

を
依
頼
し
製
作
し
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。 

  事故翌日の現場の様子 市議団撮影 

                                【事故の概要】             (注1) 
 

 市が発注する下水道工事で、シールド機の掘進中に異常出水が確認

され、その数分後に道路が陥没し、道路上に水が溢れた。 
 

1) 発生日時: 令和6年9月26日(木) 午前8時40分頃 

2) 発生場所: 広島市西区福島2丁目34番地地先 

3) 工事概要 

   工事名: 観音地区下水道築造工事 

   工期 : 令和4年3月22日～令和10年3月20日 (約73ヶ月) 

   工事内容: シールド工(内径5000mm) 延長約 3.5㎞ 

4)   工事費: 約167億円 

5)   請負業者: 清水・日本国土開発・広成建設工事共同企業体 

事故発生場所 
発進建坑内 

( 福 島 ポ ン プ

    整備概要図と事故現場の位置図 

 第一回広島市下水道工事事故調査検討委員会資料 
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広
島
市 

事
故
調
査
検
討
委
員
会
を
設
置 

 

市
は
、
地
盤
条
件
や
工
法
選
定
、

施
工
管
理
な
ど
事
故
の
原
因
究
明
等

を
行
う
た
め
、
専
門
的
見
地
か
ら
学

識
経
験
者
等
の
意
見
を
聴
取
す
る
事

故
調
査
検
討
委
員
会
を
設
置(

原
則

公
開)

し
、
11
月
30
日
に
第1

回
目

の
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

検
討
委
員
会
の
委
員
は
８
名(
表

２
参
照)

で
、
受
注
者
と
の
利
害
関

係
は
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
う
ち
、

５
名
の
委
員
は
ト
ン
ネ
ル
工
学
の
専

門
家
だ
と
し
て
い
ま
す
。 

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
性
能 

地
質
に
適
応
し
て
い
た
か
検
証
を 

 

掘
削
し
て
い
た
地
層
は
砂
礫(

さ

れ
き)

層
で
、
直
径
が
数
㎝
か
ら
25

㎝
程
度
の
か
な
り
硬
い
岩
石
が
あ

り
、
と
き
に
は
直
径
60
㎝
以
上
も
あ

る
大
き
な
玉
石
が
含
ま
れ
る
と
い
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
大
き
な
玉
石
に

も
対
応
で
き
る
性
能
を
持
つ
マ
シ
ン

だ
っ
た
の
か
検
証
が
必
要
と
指
摘
す

る
専
門
家
も
お
ら
れ
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
シ
ー
ル
ド

マ
シ
ン
の
製
造
技
術
、
及
び
施
工
技

術
の
専
門
家
を
検
討
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
に
入
れ
る
事
を
求
め
る
と
と
も

に
、
次
の
点
を
、
事
故
調
査
検
討
委

員
会
で
の
検
証
項
目
と
す
る
よ
う
に

求
め
ま
し
た
。 

 

◆
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
道 

路
陥
没
事
故
が
発
生
し
た
の
か
。 

◆
な
ぜ
異
常
出
水
が
お
き
た
の
か
。 

◆
地
盤
・
地
質
の
状
況
に
対
し
て
採

用
し
た
「
泥
土
圧
式
」
シ
ー
ル
ド
工

法
が
適
切
だ
っ
た
か
。 

◆
採
用
・
施
工
さ
れ
た
シ
ー
ル
ド
工

事
の
操
作
・
技
術
が
適
切
に
行
わ
れ

た
か
。 

◆
事
前
の
地
質
調
査
で
地
質
状
況
が

充
分
に
的
確
に
把
握
さ
れ
て
い
た
の

か
。 

 
第
一
回
の
検
討
委
員
会
で
は
、
陥

没
箇
所
の
土
質
を
確
認
す
る
た
め
の

圧
密
試
験
、
事
故
原
因
の
究
明
の
た

め
に
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
内
部
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
が
、
現
在
、
シ
ー
ル

ド
マ
シ
ン
は
、
水
に
浸
か
っ
た
ま
ま

で
あ
り
、
地
下
水
の
侵
入
を
防
ぐ
壁

の
整
備
が
必
要
で
、
深
さ
30
ｍ
を
超

え
る
建
穴
を
掘
る
必
要
性
が
あ
り
ま

す
。 

 

大
雨
時
の
浸
水
対
策
と
し
て
、
雨

水
貯
留
管
の
築
造
は
必
要
な
工
事
で

す
。 

 

 

党
市
議
団
は
、
事
故
原
因
の
究
明

と
対
策
に
時
間
を
要
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
下
水
道
築
造
の
敷
設
ル
ー
ト
を

変
更
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。 

第一回広島市下水道工事事故調査検討委員会資料より 

   【事業の目的】 
 三篠・観音・福島地区は降った雨
が排水できず、道路上に雨水が溜
まった状態となり、時間20mm以上の
降雨で、たびたび浸水が発生する浸
水常襲地区です。安心・安全な暮ら
しに必要な浸水防止対策工事です。 
  

  令和4年７月8日 18時頃 中広通り道路冠水状況 

第一回広島市下水道工事事故調査検討委員会資料より 

委員一覧

氏名 所属・役職

砂金  伸治 東京都立大学  都市環境学部都市基盤環境学科  教授

奥田  晃久 国土交通省  大臣官房  技術調査課長

金子  治 広島工業大学  工学部建築工学科  教授

★小泉  淳（座長） 早稲田大学  名誉教授

杉本  光隆 長岡技術科学大学  名誉教授

畠  俊郎 広島大学大学院  先進理工系科学研究科  教授

真下  英人 一般社団法人  日本建設機械施工協会施工技術総合研究所  所長

藪  雅行
国立研究開発法人  土木研究所

道路技術研究グループ  道路技術研究グループ長

（敬称略・五十音順）
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